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P1～P2 日臨技支部医学検査学会開催報告（2）【九州支部】【近畿支部】 

P3 都道府県技師会 各地での取り組み（愛知県編） 

P4～P5 在宅医療 特集（３） 

学会長    平野 敬之  

実行委員長    石隈 麻邪             

「未来への改革」～ 臨床検査のソーシャル・イノベーション ～ 

 2023年10月21日（土）、22日（日）の両日、佐賀市

にある佐賀市文化会館にて2023年度日臨技九州支部医

学検査学会（第57回）を佐賀県担当で開催しました。 

 学会当日は天候にも恵まれ、参加者数は、会員752

名、賛助会員・協賛企業その他200名のほか学生140名

を含め1,092名と、多くの皆様にご参加とご協力をい

ただき盛会裏に開催することができました。 

 本学会のメインテーマは「未来への改革」、サブ

テーマを「臨床検査のソーシャル・イノベーション」

としました。法改正等により、医療の中で新たな価値

観を生み出すための土台が整備される中で、今後も医

療の現場で求められる存在であり続けるためにはイノ

ベーションが必要であるという思いを込め、本学会の

テーマに掲げ企画・運営しました。 

 プログラムとして、特別講演１題、文化講演１題、

教育講演３題、基調講演１題、日臨技企画２題、部門

企画としてシンポジウム５題、パネルディスカッショ

ン３題を企画しました。また、一般演題は102演題の

エントリーがあり、多くのディスカッションが活発に

行われました。 

 今回、宮島喜文日臨技代表理事会長から、基調講演

として「2023年、臨床検査技師の将来を考える」、教

育講演として「タスクシフトシェアの向かう先は～検

査技師が放射線技師の仕事を担うようになるのか～」

という演題名で、２題のご講演をいただきました。私

たちの未来へ向けた改革について、やるべきことそし

て道標となるものをお示しいただけた大変貴重な講演

となりました。 

 その他、特別講演

で は、「ICT・IoT が

変える医療の未来」

と題した医療分野の

DXについて、文化講

演は、「肥前名護屋

城と豊臣秀吉」と題

して、豊臣秀吉が築

いた肥前名護屋城と

名護屋で栄えた桃山文化についてご講演いただきまし

た。また、教育講演Ⅰ、Ⅱでは、「炎症性腸疾患のマ

ネージメントにおけるバイオマーカーの役割と可能

性」、「がん遺伝子パネル検査のこれまでとこれか

ら」を企画し、さまざまな医療の分野で重要となって

くる新たな臨床検査について、最新の知見とともに今

後の展望についてご講演いただきました。また、学生

フォーラムでは養成校６校の学生から、未来へ向けた

新鮮な意見を聞くことができ、我々現役技師も身の引

き締まる思いの中、多くの意見交換を行うことができ

ました。 

 学会初日終了後、４年ぶりに情報交換会を開催する

ことができ、多くの会員そして賛助会員の皆様にもご

参加いただき、活発な交流の場として楽しんでいただ

くことができました。 

 最後になりますが、学会に参加していただきました

皆様方、そしてこれまで大変多くのご支援をいただき

ました皆様方に心より感謝申し上げます。 

文化講演「肥前名護屋城と豊臣秀吉」 
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学会長    田中 規仁 

実行委員長    神藤 洋次            

「臨床検査 継承と革新 新時代へ」～ 臨床検査の新しいカタチ ～ 

 2023年度日臨技近畿支部医学検査学会（第62回）を

一般社団法人和歌山県臨床検査技師会担当のもと、

2023年10月21日（土）・22日（日）の２日間ホテルア

バローム紀の国および和歌山県民文化会館にて開催い

たしました。会員はじめ、関係各位のご支援とご協力

により無事終了いたしましたことを心よりお礼を申し

上げます。 

 ご承知のように、新型コロナウイルス感染症の感染

症法上の位置付けが５類感染症に移行され、国内にお

ける社会活動・経済活動が再開されコロナ禍前の状況

に戻りつつあるなか、私たち医療業界・臨床検査業界

も新型コロナウイルス感染症の「戦い」「収束」から

「共存」に向けた再構築がなされております。 

 そんな中で、近畿支部学会として４年ぶりの現地の

みとなる開催でたくさんの会員の方々が和歌山にご参

集いただいたことは「コロナ明け」に向かって始動す

るきっかけになったと思います。 

 コロナ禍以前からある医師偏在対策や働き方改革に

よる時間外労働の上限規制、2040年問題と言われる人

口減少・超高齢化社会など構造的な課題、医療の需要

と供給バランス崩壊からなる医療従事者の雇用環境の

悪化など、厳しい社会情勢下であっても我々は臨床検

査の新しい技術と学識を身に付けながら前進していか

ねばなりません。 

 本学会は、新人技師からベテラン技師まで幅広く参

加されます。臨床検査技師の技術向上に向けた取り組

みや次世代の臨床検査業界を担う人材育成を主眼とし

た学会となることから、多角的な視点・観点から未来

の臨床検査像を探求するためにも、学会テーマを「臨

床検査 継承と革新 新時代へ ～臨床検査の新しい

カタチ～」としました。 

 近畿支部管内を中心に約750名のご参加者をいただ

き、教育セッション８企画・シンポジウム８企画・一

般演題100題の口演を行い、また企業共催として13の

ランチョンセミナー・２つのスイーツセミナーが行わ

れました。 

 また、29社による企業展示も行われ多くの会員が

ブースに足を運んでいただいたうえで最新の情報交換

の場となりました。 

 さらには、日本臨床検査医学会近畿支部と日本衛生

検査所協会近畿支部の３団体合同によるR-CPCを開催

し、１症例だけではございましたが活発な深みのある

討論がおこなわれました。 

 日臨技企画として、「2023年、臨床検査技師の将来

を考える」として宮島喜文会長から同日開催の九州支

部学会（佐賀県）からWeb講演を、「日臨技 精度保

証の方向性」とし滝野寿専務理事よりご講演をいただ

きました。 

 学生フォーラムでは臨床検査技師の未来について学

生と当会若手技師による活発な意見交換が行われ、

「日臨技での生涯教育が必須」「ジェネラリストから

エキスパートを目指す」といった言葉がたえまなく聞

かれたました。サプライズとして長沢副会長より世界

に目を向けた臨床検査技師像についての講演があり、

学生たちから海外留学について夢をはぐくむようにも

感じました。 

 来年は大阪府臨床検査技師会担当で11月開催予定

「2024年度日臨技近畿支部医学検査学会（第63回）」

の盛会、ならびに会員皆様の益々のご健勝とご活躍を

祈念いたしましてお礼の言葉とさせていただきます。

学生フォーラムの様子 
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 全国47都道府県それぞれに臨床（衛生）検査技師会があります。各都道府県技師会では日臨技と連携した活

動のほか、地元の医療関連団体や自治体、時には企業とも協力して地域に根差した独自の活動を行っていま

す。今回は、長年にわたり臨床検査の標準化に取り組んできた、愛知県技師会の活動をご紹介いたします。 

愛知県臨床検査標準化協議会の取り組み    

公益社団法人 愛知県臨床検査技師会  

前担当理事 今井 正人          

 愛知県臨床検査技師会では、県内の標準化を主たる

目的として、平成15年に愛知県、県医師会、県病院協

会、県下４大学病院とともに愛知県臨床検査標準化協

議会（Aichi  Committee  for  Clinical  Laboratory 

Standardization：AiCCLS）を設立いたしました。設

立から20年を迎えたAiCCLSの活動につきましてご紹介

いたします。 

 AiCCLSは平成15年５月に設立され昨年20周年を迎え

ました。AiCCLSは臨床検査の標準化のあり方、実施、

推進に関することを事業として愛知県下の標準化事業

を実施しています。これは地域密着型のサポートとし

て地域医師会と連携を図り、地域の拠点となる病院の

協力を得て、クリニックまでもサポートできる仕組み

を目指しています。AiCCLSの会員はAiCCLSの目的に賛

同する施設（企業）で、2023年６月現在136施設が会

員登録しています。会員の役割は、AiCCLSへ参画し

AiCCLSの定める事業に協力すること、精度管理調査及

び関連事業等に参加し、測定値、基準範囲の共有化な

どに取り組み、全国的な標準化を進めることです。 

AiCCLSは愛知県臨床検査技師会が主催する臨床検査精

度管理調査や愛知県医師会が主催する精度管理調査か

ら情報提供を受け標準化情報の啓発を行っています。 

 AiCCLSは現在、臨床化学、免疫血清、血液、一般、

輸血、病理、細胞、生理、微生物、遺伝子、生殖の11

部門が活動しています。各部門は事業計画に基づき活

動します。主な活動として各部門は標準化情報の啓発

としてガイドラインやアトラス、リーフレットを作成

しています。これらの発刊物は、会員施設に配布さ

れ、検査技師向けだけではなく看護師や医師向け、あ

るいは患者向けと様々な方を対象にしており、施設内

や検査室に掲示したり、手元に置くなどして活用して

もらいます。臨床の現場が本当に欲しいものを、自分

たちの目線で作ることで「身の丈に合わせた方法で作

成する」ことに心がけています。最近では手順書の中

にWebサイトへのリンクを行い、動画を活用するなど

ICTを用いた情報提供をしています。なお、今までの

発刊物は愛知県臨床検査技師会のホームページの愛知

県臨床検査標準化情報からPDFでダウンロードできま

す。その他に会員施設へアンケートを配布、ガイドラ

インの利用状況や現状把握を行ってホームページで報

告し、ガイドラインの改訂や新たな手順書やリーフ

レットの作成へ繋げています。また、「JCCLS共用基

準範囲」の推奨および普及活動やALP、LDの測定法変

更の周知など情報発信を行っています。 

 AiCCLSでは2018年12月に「検体検査の品質・精度の

確保に関する医療法等の改正」が施行されたことに伴

い、クリニックや小規模施設向けに対応を支援する相

談会・「よろず相談会」やセミナー・「よろずセミ

ナー」を開催しました。医療法改正の概要を説明し、

疑問点について質疑応答や講義では標準作業手順書や

作業日誌の作成などを助言、グループワークも行って

いました。このセミナーについては参加者以外にも情

報共有のためにQ&Ą集を愛知県臨床検査技師会のホー

ムページの愛知県臨床検査標準化情報に載せていま

す。 

 2020年に新型コロナウイルス感染拡大に伴い、集合

での会議ができずAiCCLSの活動が停滞した時期もあり

ました。しかし、リモート会議を取り入れ活動を継続

しています。これからもAiCCLSの活動を積み重ね、標

準化の推進を行っていきます。 

左：愛知県臨床検査標準化ガイドライン 右：リーフレット 
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在宅医療 特集（３） 

在宅医療を支えるシームレスな医療サービス  

～前方・後方支援病院の関わり～   

 患者がご自宅で安寧と過ごすためには病院の前方・後方支援が重要な役割を担っている。また、病院として

在宅医療を実施している医療機関もあり近年増加傾向にもある。 

 在宅医療をイメージした時、訪問する診療所の医師や看護師等が注目されるが、在宅で療養する患者にとっ

ても支援病院は非常に大きな存在である。また、支援病院は様々な機能を有し、専門特化したスタッフの介入

もある。本号では、在宅医療を支える病院やその関わりについてご紹介する。  

地域医療支援病院における入退院支援    

横浜市立大学附属市民総合医療センター 

患者総合サポートセンター  

福祉相談担当 杉本 彩    

 急速に少子高齢社会へ歩んでいる日本において、

「地域完結型医療」や「地域包括ケアシステムの構

築」は聞き慣れた言葉となりました。 

 １か所の医療機関で全ての治療を完結するのではな

く、患者さんの状態に合わせて、〔高度急性期－急性

期－回復期－慢性期〕の中で適した医療機能が提供さ

れ、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に

提供される地域包括ケアシステムが構築されること

で、住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを最後まで

続けられる環境が作られる、という流れです。 

 当院は、高度急性期の機能を担う地域医療支援病院

として、病病－病診連携とともに、在宅療養支援の

ネットワーク構築にも取り組んでいます。本稿では、

【 資料 】   

地域医療支援病院における入退院支援を紹介いたしま

す。 

 まずは、当院の概要です。当院は、横浜市南区にあ

る、許可病床726床の地域医療支援病院です。災害拠

点病院、高度救命救急センター、神奈川県精神科救急

医療基幹施設、神奈川県総合周産期母子医療センター

等の認定を受けており、診療部門は10センター、25診

療科を標榜しています。令和４年度の病院統計は、外

来患者数が１日平均1,822.2人、入院患者数が１日平

均542.2人、平均在院日数が11.0日でした。 

 当院では、以前から地域の医療機関との連携を推進

する部門として「地域連携推進部」が設置され、その

中に入退院支援の役割を担う部署がありましたが、令

和４年４月、“患者さんファースト”をモットーに、

「患者総合サポートセンター」として再編成されまし

た。これにより、患者さんが安心して治療を受け、療

養生活が送れるよう総合的なサポートをする、患者さ

んやご家族からの相談をワンストップで対応する、そ

のような体制が整備されました（資料参照）。 
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 次に、この患者総合サポートセンター、通称“サポ

セン”内の在宅療養に関連する部署、「入退院支援セ

ンター」についてご紹介します。 

 「入退院支援センター」では、“入院センター”と

“退院支援”に分かれ、入院前から退院後の療養生活

を見据えたシームレスな支援に取り組んでいます。 

 具体的には、入院センターでは、入院が決定した時

点で、退院に向けて支援を要すると考えられる患者さ

んと面談し、現在の日常生活の様子や、介護保険サー

ビス等の利用している社会資源について伺います。こ

の面談においては、これから受ける治療によって、日

常生活がどのように変わるのか、を一緒にイメージす

るように関わります。これまで自立していた生活に介

護が必要となるのか、現在利用しているサービスを再

調整する必要があるのか、住環境で福祉用具の準備等

が必要となるか…等を患者さんと一緒に考え、その情

報を医療者と共有します。入院前の早い段階で上記の

支援を開始することで、医療者も、患者さんご自身や

ご家族が希望する退院後の療養生活に向けた準備を行

うことができると考えています。 

 また、退院支援については、退院支援看護師と医療

ソーシャルワーカーが協働しています。退院に向け

て、退院支援部門による支援・調整を要する患者さん

について、退院支援全体の調整役として、ACP（アド

バンス・ケア・プランニング）、意思決定支援を大切

にした支援を継続します。具体的には、入院センター

で行った面談の情報をもとに、全病棟で週に１～２

回、療養支援連携カンファレンスを行います。そこで

は、患者さんの治療経過やADL等を病棟看護師と退院

支援看護師や医療ソーシャルワーカーが共有し、退院

に向けた方向性（自宅・施設・医療機関への転院等）

を検討し、その方向性に見合った医療的ケアなのか、

どういった社会資源やサービスが必要か、等を確認し

ます。 

 一方で、当院は「高度急性期」の医療機能を担って

いるため、長期的な療養やリハビリテーション継続が

必要と医師が判断した場合は、適切な医療機能を有す

る医療機関への転院を患者さん・ご家族と相談しなが

ら調整します。 

 ただし、こうした部署や機能が設けられても、院内

の意識改革にすぐには繋がりません。自宅退院・転院

にしても、患者さんやご家族の意思決定支援が不十分

なままで、継続して支援していただく機関に関わって

いただくことも多々あり、ご指摘・ご助言を頂戴する

こともあります。できる限り、患者さん・ご家族の意

思決定支援を行うためにも、院内の多職種が連携し、

それぞれの専門性を活かした関わりが必要になりま

す。実際に、週１回行っている療養支援連携カンファ

レンスには、元々は病棟看護師・退院支援看護師・医

療ソーシャルワーカーだけで行っていましたが、最近

では、全ての病棟で管理栄養士が出席し、一部の病棟

では薬剤師も出席し、多面的に患者さん・ご家族をア

セスメントし、多職種で支援を行っています。 

 患者さん・ご家族がご自身の想いを表出するのは、

医師や看護師とは限りません。臨床検査技師さんも、

日々の患者さん・ご家族との関わりの中で、療養生活

に向けた表出があったら、ぜひ、退院支援看護師や医

療ソーシャルワーカーに繋いでください。患者さん・

ご家族に関わる全ての支援者が同じ方向を見て、支援

に携わることこそが意思決定支援に繋がります。 

第６回日本在宅医療連合学会大会 
会 期：2024年７月20日（土）21日（日） 

会 場：幕張メッセ（千葉市）    
U R L: https://confit.atlas.jp/guide/event/jahcm2024/top 

在宅医療に興味を持たれた方は是非ご参加ください。 

（編集後記）11月中旬まで気温が高く夏日が続いていましたが、12月の声を聴くようになったら、冬の季節

らしい気温となってきたようです。メディアから発表される長期天気予報では、今年は暖冬との予想です

が、それでも冬は油断できない季節です。現在は各地で支部学会や70周年記念事業などが開催され、さらに

はコロナ禍前のように、通常の忘年会やクリスマス会？を開く方々も見受けられインフルエンザや新型コロ

ナウイルスなどの感染の機会も増えることが予想されます。皆様も何かとお忙しい時期ではありますが、く

れぐれもご自愛いただき、新しい良いお年をお迎えください。                （深澤） 

https://confit.atlas.jp/guide/event/jahcm2024/top

